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１ 議   題 ２ 会 議 結 果 

 

① 上尾市図書館の在り方について（諮問） 

② 分館・公民館図書室視察の実施状況について 

③ 社会環境の変化と図書館の在り方について 

④ 上尾市図書館に関するアンケート調査の結果

について 

 
 別紙「議事の経過」のとおり 

議 事 の 経 過           別紙のとおり 傍聴者数 ７名 

会 議 資 料          

 
資料 1 上尾市図書館の今後の在り方について（諮問） 
資料 2 各分館・公民館図書室視察実施状況報告  
資料 3  社会環境と図書館の在り方の変化 
資料 4 上尾市図書館に関するアンケート調査 結果報告書 
 

 

 議事のてん末・概要に相違なきことを証するため、ここに署名する。 
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                        令和元年１１月１１日署名済み 
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議事 

（１）上尾市図書館の在り方について（諮問） … （諮問資料）資料１ 

 

（２）分館・公民館図書室視察の実施状況について … （説明資料）資料２ 

 

視察に参加した委員に感想を求める。 

 

資料を配架する上で、蔵書数に重きを置くのではなく、貸出状況を考慮すること

で、より市民が利用しやすいようなればと考える。 

 

各館に地域性が感じられた。ブックポスト、リクエスト、相互利用等の基本にな

る図書サービスの充実を図る必要性があると感じる。 

 

どの図書館も地域に密着して住民の方に愛されているなと感じられた。アピール

方法等、工夫すべき点も多くあると感じる。 

 

視察を通して、データでは分からない周辺の様子、隣接する施設の関係性が確認

でき有意義な時間であった。 

 

ＩＣタグを導入しているのは全館か。 

 

大石分館と駅前分館で、ＩＣタグを導入している。 

 

市内小・中学校の多くの学校図書室でＩＣタグを導入している状況で、図書館も

ＩＣタグを普及させることで、親近感から図書館利用機会が増えるきっかけにな

ると思った。 

 

駐車場についてお聞きしたい。 

 

基本的に、それぞれの交通手段に対応できている。ただし駅前分館については、

駅前であること、商業施設があることから、特に駐車場・駐輪場を完備していな

い。駐輪場に関しては一部サイクルポートを共同で利用している。また平方分館

については、図書館が学校施設内に併設されているため、駐車場が学校の中庭に

設置されているが、使用するには、校門を通る必要があるため、利用されにくい

ことも現状である。 

 

本館バックヤードの視察機会がほしい。 

 

次回の協議会時に視察を予定させていただく。 

 

（３）社会環境の変化と図書館の在り方について … （説明資料）資料３ 

 

説明を受け、先進地視察をさせていただきたいと強く思った。 

 

協議会日程に先進地視察を予定していたが、視察を中止させていただき、今年度

の在り方の協議に時間を割き、さらに深めていきたいと考えている。 

 

全国学校図書館協議会で３０年前から行っている読書アンケート結果の統計か

ら考察すると、小中学生の読書率は、義務教育において読書教育または読書推進

を行っているため向上が見られるが、高校生については学校教育から社会教育に
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移行する過程であるため、読書率に変化が見られないということが分かった。 

そこで、説明にあったようにサードプレイスという考え方が今後重要になってく

るのではないかと感じる。読書だけでない、サードプレイス的な魅力のある施設

ができるといいと思う。 

 

上尾市には公文書館、地域資料館等がないのが現状であり、今後図書館が果たす

べき役割が大きくなってくる。公文書館や生涯学習課との連携を図り、ハードの

面に限らずソフトの面からも郷土の充実を図ってほしい。 

 

リニューアルオープンをして成功した事例があるのか。 

 

今後、そのような事例についても情報収集を行いたいと思う。 

 

図書館として、今後の方向性については新館建設なのか、リニューアルオープン

なのか、どのように考えているのか。 

 

図書館の在り方を協議していく中で、アンケート等も参考にして方向性を検討し

ていきたいと考えている。 

 

協議会と行政との検討分野の切り分けについて、どのように認識されているの

か。 

 

今回の諮問内容である図書館の在り方については、今後図書館がどのようにある

べきかの方針を協議会の立場から示すものであって、施設面で改修や新図書館等

が必要になるのであれば、市の施設マネジメントが動いているので、別途全庁的

に検討することになる。図書館を盛り上げていくための方針を示し、それを答申

に明記した上で、次のステップに移っていきたいと考えている。 

 

（４）上尾市図書館に関するアンケート調査の結果について ・・・ （説明資料）

資料４ 

 

問１８にある「開館時間拡大」についての要望に対し、どのような方向性を持っ

て対応するのか。また問２１の「気軽に立ち寄れる」というのは、どのようなイ

メージを持っているのか。 

 

「開館時間拡大」の要望については、同アンケートに利用時間帯についての設問

もあり、それらを参考にし、また館内アンケートも行いながら、利用者の具体的

な求めを把握し対応したいと考えている。 

 

人によって持っているイメージは様々であり、「気軽に立ち寄れる」というイメ

ージについて、事務局としても具体的なものは持っていない。今回のアンケート

を精査し、また館内アンケート等も行い調査していきたいと考えている。 

 

利用者の意見を聞くシステムはあるのか。 

 

紙媒体で主にサービス面について記入していただいている「図書館へのひとこ

と」というものを各館に設置している。また「市長へのはがき」も設置している。 

 

市民アンケートで参加希望をとった、図書館座談会は開催されたのか。 

 

参加希望者２５名に対して通知を行ったところ２名しか参加できないとの結果

になったので、延期させていただいた。今後の対応については、館内アンケート

で同様の設問を設け参加者を募り、前回の参加希望者も含めた形で行おうと考え



 

 

議長 

 

ている。 

 

それでは議事を終了する。 

以上 


